
  
 

＜取扱上の注意＞ 
 

・KDM30を機器に取り付け及び取り外しの際は、必ず六角ネジ部を 
スパナ等で締めてください。 
本体を回して締めた場合、KDM30内部が破損し使用不能になり 
ます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＊回転機能には制限があります。 

   制限範囲を超えて回し過ぎると 
   内部が破損（ケーブル断線など）し 
   使用不能になります。 
 

   1）操作キーの説明 

名 称 機 能 操 作 方 法 

・電源ON： Powerキーを押す。 
OFF： Powerキーを３秒以上長押しする。 ・電源のON/OFFスイッチ

 OFFが表示され、その後消灯する。 

・バックライトのON/OFF

・Power ON時 このキーを押すことにより、バック 
ライトがONし点灯する。 
さらにもう一度押すことによりこの機能はOFFし 
消灯する。 
注）バックライトの点灯時間は のｂＬで設定 
  される。 

  

・設定項目の切換 ・ キーを押すことにより、順次設定項目を 
切換えていく。 

  
・ キーと併用して 
各種設定モードに切換 

・ と キーを同時に押すことにより 
Mode１（ 表示）に入る。 
・Mode２（ 表示）に入るには、その後 キーを

押す。 

  ・設定する数値の桁移動 ・ キーを押すことにより、順次設定する数値の桁を

移動する。 

  
・設定する内容の選択 
・設定する数値の入力 
及び変更 

・設定内容の二者選択の場合、 キーを押すことにより

内容の選択を行う。 
・数値を入力する場合、 キーを押すことにより任意の

数値を入力または変更する。 

  

・強制ゼロ 
 
・ホールド値クリア 

(Conモード時のみ) 

・本体取付け後、ゼロ点が移動している場合、 
このボタン押下により、ゼロ点の補正（記憶）する。 
（ただし、動作条件設定の強制ゼロＦｏＣ．０が 
 ｏｎになっていること） 
注 1）この値は電源をOFFしてもバックアップされる。
注 2）ピークホールド（Con）時は、長押しで強制ゼロ、
   更に、短押しで、ホールド値がクリアされ、 

その時の圧力値を表示する 



  
 

   2）表示部の説明 

 

表 示 モ ニ タ ー 機 能 機 能 の 説 明 

 バッテリー残量の表示 

・ ：電池交換不要です。 
：電池交換の準備をして下さい。 
：すぐに電池交換して下さい。 

注）電源切れとなった場合、 
  ピーク及びバレー値は保存されない。 
  その他の設定値は保存される。 

 計測値のレベル比較 ・計測値がＨｉ設定値より高い場合点灯 

 計測値のレベル比較 ・計測値がＬｏ設定値より低い場合点灯 

 
ピーク及び 
バレーホールド表示 

・ピークまたはバレーホールドが設定された場合、 
が表示される。 

 Mode１設定状態 ・Mode１で規定される項目に設定値を入力あるいは 
選択する。 

 Mode２設定状態 ・Mode２で規定される項目に設定値を入力あるいは 
選択する。 

 Mode３設定状態  注）Mode３は出荷前の調整に必要とするため 
  ユーザー側での調整は行わないで下さい。 

 
 
 
 
   



 計測ﾓｰﾄﾞ Mode１　パラメータ一覧
Mode＋Set
長押し

　表示   M1

Set

  比較値設定 Ｓ Hi値設定 Lo値設定 ﾃﾞﾌｫﾙﾄ値
  ＣｏＭＰ     Ｃ１＿Ｈ  Ｃ２＿Ｌ 任意可変値

Mode Ｓ Ｓ

Ｓ Ｓ 注意)設定値は Ｃ１＿Ｈ＞Ｃ２＿Ｈ　のこと

Shift/Upｷｰで設定 Shift/Upｷｰで設定

比較条件設定 Ｓ Hiの方向 Hiのﾋｽﾃﾘｼｽ Hiの出力論理
  ＣＰ．Ｃｏ  １＿Ｈ．Ｌ  １．ＨｙＳ １．ＬｏＧ

Mode Ｓ Ｓ Ｓ

Ｓ Ｓ Ｓ 備考) １＿１は正論理
　 １＿０は負論理

Upｷｰで選択 Shift/Upｷｰで設定 Upｷｰで選択

Loの方向 Loのﾋｽﾃﾘｼｽ Loの出力論理
 ２＿Ｈ．Ｌ ２．ＨｙＳ ２．ＬｏＧ

Ｓ Ｓ Ｓ

Ｓ Ｓ Ｓ 備考) １＿１は正論理
　 １＿０は負論理

Upｷｰで選択 Shift/Upｷｰで設定 Upｷｰで選択

Goの出力論理 比較値遅延 比較出力設定 ブリンク設定
 Ｇ．ＬｏＧ Ｃ．ｄＬｙ ＡＬ．ｏｔ ｂ Ｌ ．    ｏ　ｔ
Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ

Ｓ Ｓ Ｓ

Upｷｰで選択 Upｷｰで選択 Upｷｰで選択 Upｷｰで選択
備考) Ｇ＿１は正論理 Ｓ

　 Ｇ＿０は負論理 ＸＸ．ＸＸ Ｓ 注意)oFF.d：設定値を下回ってからの反応時間

備考)00.00～99.00秒間で設定 on.d：設定値を超えてからの反応時間

動作条件設定 Ｓ 強制ｾﾞﾛ Lowｶｯﾄ率 ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞﾚｰﾄ 表示ﾚｰﾄ
  ｏＰ．Ｃｏ ＦｏＣ．０ Ｌ．ＣＵｔ ＳＰＬ．ｒ ｄＳＰ．ｒ

Mode Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ

０．ｏｎ Ｓ ０．０（％） Ｓ ２（秒） Ｓ 　２（秒） Ｓ
０．ｏＦＦ 　　Ｘ．Ｘ

Upｷｰで選択 Shift/Upｷｰで設定 Upｷｰで選択 Upｷｰで選択
備考)0.0～5.0%間で設定 備考)0.1/0.5/1/2/5/10/20/30/60/180/300/600　選択

ｾﾞﾛｻﾌﾟﾚｽ 最小桁固定 ﾌﾟﾛﾃｸﾄ
０．ＳＵＰ ＬＳｄ．Ｆ Ｐｒｏｔ

Ｓ Ｓ Ｓ

Ｓ．ｏｎ Ｓ Ｆ．ｏＦＦ Ｓ Ｐ．ｏＦＦ Ｓ
Ｓ．ｏＦＦ Ｆ．ｏｎ Ｐ．ｏｎ

Upｷｰで選択 Upｷｰで選択 Upｷｰで選択

  ｱﾅﾛｸﾞ出力選択 Ｓ Ａ．ｏＦＦ Ｓ 出力方式 備考)dISP：表示タイミングで出力
Ａ．ｏＵｔ Ａ．ｏｎ Ａ ．Ｆ ｏ Ｎ tHr ：最速タイミングで出力

Mode 注意)外部電源時もﾃﾞﾌｫﾙﾄ値はOFF Ｓ

Ｓ
ｔ Ｈ ｒ

b  Ｌ ．  ｏＦ
b  Ｌ ． ｏｎ

０．１～６００ ０．１～６００

１＿１
１＿０ＸＸＸＸ

 計測ﾓｰﾄﾞ ｄ i Ｓ Ｐ

 １＿Ｈ
 １＿Ｌ

００１０

  ２＿Ｌ
００１０

 ０８００
 ＸＸＸＸ

０２００
ＸＸＸＸ

ＸＸＸＸ
 ２＿１
 ２＿０

 Ｇ＿0

  ２＿Ｈ

 Ｇ＿1 ｏｎ ．ｄ
ｏＦＦ．ｄ ＡＬ．ｏＦ

ＡＬ．ｏｎ



 計測ﾓｰﾄﾞ Mode２　パラメータ一覧
Mode＋Set
長押し

　表示   M1

Shift ﾃﾞﾌｫﾙﾄ値
任意可変値

　表示   M2

Set

 ﾊﾞｯｸﾗｲﾄ点灯時間 Ｓ 　５（秒） Ｓ 備考)0/5/10/20/40/60/120/180/8888秒から選択
  ｂＬ ０～８８８８ 注意)8888は無限大

Mode Upｷｰで選択

　ﾊﾟﾜｰｵｰﾄｵﾌ時間 Ｓ ０．５（分） Ｓ 備考)0.5/1/2/3/5/10/20/40/60/8888分から選択
ＡＰｏＦ ０～８８８８ 注意)8888は無限大

Mode Upｷｰで選択

移動平均回数 Ｓ ００１（回） Ｓ 備考)001は移動平均無し
ＡＵｒＧ ０００～２５５ 001～255回の範囲で設定

Mode Shift/Upｷｰで設定

 ﾋﾟｰｸ、ﾊﾞﾚｰ表示 Ｓ ﾋﾟｰｸ表示 Ｓ ﾊﾞﾚｰ表示 Ｓ 現在までのﾋﾟｰｸ値及びﾊﾞﾚｰ値を表示
ｄｉＳＰ Ｈｉ　ＰＫ Ｌｏ　ＰＫ

ＸＸＸＸ ＸＸＸＸ

Mode 備考)
on ：現在の計測値を表示し

 ﾋﾟｰｸ、ﾊﾞﾚｰ設定 Ｓ Ｈｉ　ＰＫ Ｓ Ｌｏ　ＰＫ Ｓ ﾋﾟｰｸ値、ﾊﾞﾚｰ値はﾒﾓﾘｰされる
ＳＥｔ ｏｎ ｏｎ oFF：ﾋﾟｰｸ、ﾊﾞﾚｰ設定なし

oFF．ｏｎ．Ｃｏｎ．ＣＬＲ oFF．ｏｎ．Ｃｏｎ．ＣＬＲ Con：ﾋﾟｰｸ値、ﾊﾞﾚｰ値のみ表示

Mode Upｷｰで選択 Upｷｰで選択 CLR：現在までのﾋﾟｰｸ/ﾊﾞﾚｰ値の消去

Ｓ Ｓ

Mode Upｷｰで選択 Ｓ Ｓ
測定圧力値に係数を

Ｓ Ｓ

Upｷｰで設定 Shift/Upｷｰで設定

Ｓ Ｓ 備考)RS、BT出力時に使用

Mode Upｷｰで選択

ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ情報 Ｓ Ｓ
ｕＥｒ ＵＸ．ＸＸ

Mode

 計測ﾓｰﾄﾞ

KDM30 電気接続　（外部電源仕様）
Pin番号 ケーブル色 仕  様 注1）ブザーオプション付の外部電源モデルの場合
1 茶 アナログ出力＋ 　　Hi,Go,Loの接点出力は使用できません。

2 赤 アナログ出力－
3 橙 コンパレータ出力（Hi)
4 黄 コンパレータ出力（Lo)
5 緑 コンパレータ出力（Go)
6 青 電源　24VDC
7 紫 電源GND
8 灰 FG

小数点設定
ｄ．ｐ

乗算した値を表示する 9.999
99.99、999,9、9999

１　０　０　０
Ｘ　Ｘ　Ｘ　Ｘ

乗数設定
ＳＥｔ

係数設定
Ｃｔ．ＦＨ

Ｆ Ｈ ． o F
Ｆ Ｈ . o n

シリアル出力
ｒ Ｓ ．o ｔ

r . o F F
r . o n


